
東海大学東京病院 

最近、物忘れが増えたとお感じになりませんか？ 

年のせいかなとお感じなっておられても、ちょっと

した名前が出てこない時、ご不安になることもあると

思います。加齢による物忘れは誰でもありますが、年

齢相応の物忘れなのか、認知症の段階なのかを判

断することは重要です。当院の物忘れ外来では、ち

ょっとした物忘れが認知症によるものかどうか、専門

の医師が診断いたします。 

有効な治療が無いとされてきたアルツハイマー病

などでも、早い段階から適切な薬剤選択や生活指導を行うことで、少しでも長く患者

様やご家族がより良い生活を送れるようなお手伝いをすることができます。また、正

常圧水頭症や慢性硬膜下血種のように認知機能低下をきたす病気の中には手術で

治るものもあり、それらを早くに診断することが大切です。 

 

当院では「物忘れ」を早く発見し、適切な治療につなげられるように専門医による

診察、神経学的検査、神経心理検査、画像検査などを用いて、総合的な診断・治療 

を行います。 



 

画像検査については、他院において実

施します。検査予約は当院にて行い、

検査結果はすべて当院に送られて、当

院で判定いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「物忘れ外来」の予約 

診療日：木曜日（隔週） 午後 

ご予約は内科受付で承りますが、お電話でも受け付けております。 

お問い合わせ 

ＴＥＬ：０３（３３７０）２３２１（代表） 

ＦＡＸ：０３（３３７０）２３７６ 

 

チェックポイント 

・同じことを言ったり、尋ねたりする。 

・病院の受診日を忘れてしまう。 

・人と会う約束を忘れる。 

・最近の出来事を思い出せない。 

・物の名前が思い出せなくなった。 

・簡単な計算を間違える。 

・なぜかやる気が出ない。 

・すべてが面倒になった。 

・服装や身だしなみに気をかけなくなった。 

・ささいなことで怒りっぽくなった。 

・以前よりもひどく疑い深くなった。 


